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脳卒中の患者さんの診療情報等を研究 

に利用することについてのお願い 

 

九州医療センターでは、九州医療センター倫理審査委員会 の審査を受け、病院長承認のもと、

下記の臨床研究を実施しております。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究

計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

当該研究に診療情報等が用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の[相談窓口]までお申出ください。

その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。なお、研究の進捗状況によっては、

あなたのデータを取り除くことができない場合がございますので、ご了承ください。 

研究課題名 急性期脳卒中患者の脈圧と瞳孔反応の関連性の研究 

研究実施機関の 

研究責任者 

九州医療センター 3 階東病棟（職名：看護師） 江崎智也 

研究の背景 当院の救命救急センターでは、多くの急性期脳卒中患者さんの治療・看護を行っております。看護

師は患者さんごとの治療方針に準じた全身管理を行なっていますが、治療経過中に症状が増悪する

患者さんを経験することがあります。急性期脳卒中患者の転帰不良となる因子として、自律神経機

能障害のため血圧変動を来しやすいことや、持続的な高い脈圧などが挙げられます。しかしながら

脈圧の観察を行うためには、経時的な評価が必要であり時間を要すること、自律神経機能評価を行

うには患者さんの協力が必要であるため、神経症状を有する急性期脳卒中患者には行いにくい一面

もあります。 

近年の研究では瞳孔の収縮率や収縮速度が自律神経機能障害を反映していると言われ、瞳孔計によ

る情報の取得は数秒の検査で行えるため、非常に簡便であり、急性期脳卒中患者さんにも導入しや

すいと考えます。そこで自律神経機能障害のため血圧変動を来しやすいとされる急性期脳卒中患者

さんの脈圧と瞳孔の収縮率や収縮速度の関連性が予測され本研究の着想・立案に至りました。 

研究目的 研究の目的は急性期脳卒中患者の脈圧と瞳孔反応の関連性を明らかにすることです。 

研究実施期間 【調査対象期間】倫理審査委員会承認後から 2026 年 3 月 31 日までに入院された方の入院日から入

院 3 日後までの 4 日間 

【研究期間】倫理審査委員会承認後から西暦2026年5月31日まで 

研究の方法 【対象となる方】 

(1) 虚血性脳卒中もしくは脳内出血を発症した方 

(2) 年齢：20 歳以上の方 

(3) 性別：不問 

※内眼手術を受けている方、眼球構造が損傷を受けているあるいは開放性損傷がある方、周囲の軟

組織に浮腫があり瞳孔反応を評価が困難な方は本研究の対象から除外します。 

【調査方法】 

診療録から情報を収集して、解析します。 

【研究に利用する診療情報】  

☒年齢  ☒性別   



☒病歴 ☒既往歴  ☒治療歴【治療薬、治療開始日】   

☐予後【    】 

☒臨床検査データ【瞳孔記録計 NPi-200】 

☒画像データ【CT・MRI】 

【情報等の管理】 

●情報の管理責任者 

九州医療センター 3 階東病棟（職名：看護師） 江崎智也 

個人情報の取扱い 情報等には個人情報が含まれますが、利用する場合には、お名前、住所など、個人を直ちに判別

できるような情報は削除します。研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、個人を直ちに判別

できるような情報は利用しません。 

研究組織 この研究は、当院のみの単施設研究です。 

研究代表施設 

（研究代表者） 

九州医療センター 3 階東病棟（職名：看護師） 江崎智也 

相談窓口 九州医療センター 3 階東病棟（職名：看護師） 江崎智也〒810-

8563 福岡県福岡市中央区地行浜 1-8-1 

電話番号 092-852-0700 
 

 


